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---310ppm において，もっとも安定した低温衝撃値が得られること，さらに CaC0 3 及び、CaF 2 を併用す
る場合，脱リン，脱硫の反応は緩慢であるが，塩基度の値として4.4に達する CaF2 -CaO -Si0 2系組成
溶剤を用いる場合，脱リン，脱硫反応が強力に進行し，低温靭性値か向上，安定化することを明らかに
している。
















(1)溶接部の靭性に及ぼす溶剤中の Ni ， Mn , Ti , B の影響を明らかにし，これらの最適組成値を求め
ている。
(2) 溶剤組成の脱りん，脱硫反応の効果について検討し，適正塩基のCaF2 -CaO -Si0 2系溶剤組成を
決定し，その溶剤により溶接部の低温靭性が向上することを明らかにしている。
(3) Ti-B系溶剤を用いた場合の溶着金属中における酸素，窒素，拡散'性水素などの含有量が溶接部の
低温靭性値に及ぼす影響を定量的に明らかにしている。
(4) 以上の実験結果による最適成分設計条件で作成した溶剤の実用性を大入熱による溶接継手部に対
する CTOD試験により検討した結果，従来の溶剤より格段に優れた結果が得られることを確認してい
る。
(5) Ti-B系溶剤の最適原料配合値を決定するコンビュータ・システムを開発し，その有用性を実証し
ている。
以上のように，本論文は炭素鋼の溶接部靭性に及ぼす溶接棒溶剤組成の影響を明らかにしたものであ
り，溶接工学に寄与するところが大き t'o よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-500-
